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■事業概要 
 
「農業生産のICT化・機械化を推進し，レ
モン収量増を目指す」 
～ICT（愛）とレモンで島おこし～ 
 

傾斜地におけるレモン栽培に係る様々な
情報（環境データ，ノウハウなど）のセン
シング技術等を活用したデジタル化，非
効率な労働環境のロボットによる作業支
援など，生産性向上を目指した実証実験
を行います。 

さらには，これらの技術を災害対策や地
域住民の見守り，人手不足解消など，地
域課題解決のためにも応用的に活用し，
地域活性化に繋げていくことを目指して
います。 
 

ロボティクス 
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■課 題 

・高齢の生産者によるカンと経験に頼る
農業 
・傾斜地農業による非効率な労働環境 

・生産から消費までの各段階における境
目の存在 
 
 
■課題解決に資するAI/IoTサービス 
・農業（環境，生産ﾌﾟﾛｾｽ）のデジタル化 
・ロボット活用などによる生産性向上 

・地域課題解決・活性化による生産者の
人手不足解消 

■スケジュール・実証成果目標 
【H30】 
・IoT基盤（データ収集基盤）の構築 
・ドローン，ロボットの基本性能試験 
・フィールドワーク等の実施 
 
【H31】 
・収集データの分析（AI等），精度向上 
・ドローン自律飛行試験 
・衛星データの活用検討 
・ロボット負荷性能，ﾄﾞﾛｰﾝ自律飛行試験 
・フィールドワーク，ハッカソン等の実施 
 
【H32】 
・AI/IoT，ロボット技術の連携・実装 
 （実際の生産作業における効果検証） 
・ フィールドワーク，ハッカソン等の実施 
 （アウトプットの地域実装など） 

 
目標「５年後レモン収量３０％増， 
      将来は収量倍増を目指す」 
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■事業実施のアピールポイント等 
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AI/IoT・ロボットによる実証成果をもとに，新たな農業を生み出し，地域の活性化を目指す。 


